








我々はアンケート方式により腎疾患児を取り扱っている国立療養所 33 施設に対し、前年度

の成果を基礎とし、医療と教育の実態について、追加調査を実施し、実態を把握したので

報告する。今後の日本を担う子供連は我々の大切な宝であり、医療の場においても十分の

配慮が必要である。国立療養所はそのモデルとなるべき代表的機関である。 


